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念しました。 

 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

 

国、開門協議応じず 

長
崎
地
裁
口
頭
弁
論 

よ み が え れ ！  
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国
が
意
見
陳
述
で
和
解
拒
否
示
す 

諫
干
開
門
長
崎
訴
訟 

【
長
崎
新
聞 
】
２
月
１
７
日 

漁
場
環
境
の
悪
化
は
諫
早
湾
干
拓
事

業
が
原
因
と
し
て
、
諫
早
市
小
長
井
町

と
佐
賀
県
太
良
町
の
漁
業
者
四
十
一
人

が
国
を
相
手
に
潮
受
け
堤
防
排
水
門
の

常
時
開
門
な
ど
を
求
め
た
訴
訟
の
第
五 

回
口
頭
弁
論
が
十
六
日
、
長
崎
地
裁

（
須
田
啓
之
裁
判
長
）
で
あ
り
、
国
側

が
初
め
て
意
見
陳
述
。
原
告
が
求
め
る

開
門
へ
の
和
解
協
議
に
つ
い
て
「
応
じ

る
考
え
は
な
く
、
判
決
で
明
確
に
判
断

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。 

政
対
応
」
と
説
明
。
「
一
部
の
関
係
者
と

協
議
す
る
こ
と
は
行
政
施
策
の
公
平
性

と
中
立
性
の
観
点
か
ら
不
適
切
」
と
述
べ

た
。 

国
こ
そ
公
共
性
無
視 

国
が
意
見
陳
述 

漁
業
被
害
否
定 

農
相
開
門
談
話 

訴
訟
と
は
別 

 

開
門
を
命
じ
た
佐
賀
地
裁
判
決
の

控
訴
時
、
当
時
の
若
林
正
俊
農
相
が

「
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
行
い
、
開
門

調
査
を
含
め
た
方
策
を
関
係
者
の
同

意
を
得
な
が
ら
検
討
す
る
」
と
し
た
談

話
に
つ
い
て
は
「
訴
訟
と
は
別
個
の
行

性
と
中
立
性
の
観
点
か
ら
不
適
切
」
と

こ
れ
に
対
し
、
原
告
側
の
馬
奈
木
昭

雄
弁
護
団
長
は
「
国
が
公
共
性
を
一
番

無
視
し
て
い
る
」
と
批
判
。
原
告
側
も

二
人
が
意
見
陳
述
し
、
常
時
開
門
で
も

高
潮
・
洪
水
対
策
に
支
障
が
な
い
点
を

説
明
し
、
赤
潮
発
生
に
よ
る
ア
サ
リ
被

害
も
訴
え
た
。 

 
 

国
の
指
定
代
理
人
は
「
事
業
で
原
告

に
漁
業
被
害
が
生
じ
て
い
な
い
」
と
主

張
。
「
防
災
機
能
を
は
じ
め
事
業
の
効

果
を
享
受
す
る
の
は
営
農
者
の
み
な

ら
ず
諫
早
市
民
ら
不
特
定
多
数
」
と

し
、
「
反
対
す
る
一
部
の
関
係
者
で
あ

る
原
告
と
協
議
す
る
こ
と
で
、
事
業
の

公
共
性
や
公
益
性
を
失
わ
し
め
る
よ

う
な
和
解
は
で
き
な
い
」
と
述
べ
た
。 

農水省・長崎県庁で拍

手と涙 漁業者の訴え 

漁
業
者
ら
は
、
定
期
的
に
上
京
し
農

水
省
前
で
干
拓
に
よ
る
漁
業
被
害
を

訴
え
開
門
を
求
め
て
い
る
。
長
崎
県
庁

前
で
も
同
様
の
訴
え
を
続
け
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
行
動
の
中
、
農
水
省
や

長
崎
県
庁
職
員
に
大
き
な
変
化
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
早
朝
、
漁
業

者
が
訴
え
て
い
る
と
職
員
が
自
ら
ビ

ラ
を
受
け
取
り
に
き
て
、
中
に
は
「
あ

な
た
方
の
主
張
が
正
し
い
」
と
拍
手
を

し
た
り
、
漁
民
に
握
手
を
求
め
涙
を
流

す
職
員
も
い
る
。
漁
業
者
は
、
農
水
省

に
対
し
、
日
本
の
農
業
と
水
産
業
を
守

る
本
来
の
役
割
に
立
ち
返
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。 


